
1

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議
長
　
富と
み
な
が永

　
訓の
り

正ま
さ

　
令
和
７
年
５
月
16
日
に
開
催
さ
れ

た
臨
時
会
に
お
い
て
、
第
三
十
五
代

羽
村
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　
羽
村
市
は
、
財
政
健
全
化
、
イ
ン

フ
ラ
等
の
整
備
と
維
持
保
全
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
始
め
、
医

療
、
介
護
・
福
祉
、
子
育
て
、
教
育

な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
転
換
期
を
迎

え
て
お
り
、
よ
り
適
切
な
市
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
議
会

と
し
て
の
使
命
と
責
務
を
果
た
す
た

め
、
公
正
・
公
平
・
中
立
な
立
場
で
、

議
会
制
民
主
主
義
の
本
旨
に
則
り
、

職
責
の
遂
行
に
努
め
、
市
民
の
皆
様

に
信
頼
さ
れ
、
負
託
に
お
応
え
で
き

る
市
議
会
と
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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議
　
長

　
富
永　
訓
正

副
議
長

　
鈴
木　
拓
也

監
査
委
員

　
門
間　
淑
子

し
い
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

新
新たな議会構成

常
任
委
員
会

総
務
委
員
会

所
管
事
項　
企
画
部
、
総
務
部
、
市
民

部（
国
民
健
康
保
険
、
国
民
健
康
保
険

税
の
徴
収
、
後
期
高
齢
者
医
療
及
び
国

民
年
金
に
関
す
る
事
項
を
除
く
）、
会

計
課
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員

及
び
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
し

な
い
事
項

委 

員 

長

　
石
居　
尚
郎

副
委
員
長

　
櫻
沢　
裕
人

委　
　
員　
　

　
鈴
木　
拓
也

　
冨
松　
崇

　
菅　
　
勇
真

　
金
子　
ひ
と
み

環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

所
管
事
項　
産
業
環
境
部
、
ま
ち
づ
く

り
部
、
上
下
水
道
部
及
び
農
業
委
員
会

の
所
管
に
関
す
る
事
項

委 

員 

長

　
山
崎　
陽
一

副
委
員
長

　
池
澤　
敦

委　
　
員　
　

　
濱
中　
俊
男

　
馳
平　
耕
三

　
中
嶋　
勝

　
秋
山　
義
徳

文
教
厚
生
委
員
会

所
管
事
項　
市
民
部（
国
民
健
康
保
険
、

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
、
後
期
高
齢

者
医
療
及
び
国
民
年
金
に
関
す
る
事
項

に
限
る
）、
福
祉
健
康
部
、
子
ど
も
家

庭
部
及
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
関
す

る
事
項

委	

員	

長

　
浜
中　
順

副
委
員
長

　
野
崎　
和
也

委　
　
員　
　

　
門
間　
淑
子

　
富
永　
訓
正

　
高
田　
和
登

　
林
田　
敦
子

　
５
月
16
日
・
20
日
に
第
３
回
羽
村
市
議
会
臨
時
会
を
開
催
し
、
新
し
い
議
会
の
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

議
長
及
び
副
議
長
を
選
挙
に
よ
り
選
出
し
、
各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
、
２
つ
の
特
別
委
員
会
の
委
員

を
選
任
す
る
と
と
も
に
、
委
員
長
及
び
副
委
員
長
を
互
選
し
、
議
員
選
出
の
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。
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■�

多
摩
地
域
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等

　
建
設
促
進
協
議
会
委
員

　
富
永　
訓
正

　
菅　
　
勇
真

■	

東
京
都
三
多
摩
地
区
消
防
運
営

　
協
議
会
委
員

　
富
永　
訓
正

■	

西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
協
議
会

　
審
議
会
委
員

　
富
永　
訓
正

　
鈴
木　
拓
也

　
石
居　
尚
郎

■	

一
般
社
団
法
人
大
多
摩
観
光
連
盟

　
参
与

　
富
永　
訓
正

市
の
付
属
機
関

■
羽
村
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
山
崎　
陽
一　
　
冨
松　
崇

　
浜
中　
順　
　
　
秋
山　
義
徳

　
林
田　
敦
子　
　

■
羽
村
市
土
地
開
発
公
社
評
議
員

　
濱
中　
俊
男　
　
馳
平　
耕
三

　
鈴
木　
拓
也　
　
金
子　
ひ
と
み

　
池
澤　
敦　
　
　
櫻
沢　
裕
人

■
羽
村
市
土
地
開
発
公
社
監
事

　
門
間　
淑
子

■	

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合

　
議
会
議
員

　
鈴
木　
拓
也

■
福
生
病
院
企
業
団
議
会
議
員

　
中
嶋　
勝

　
冨
松　
崇

　
野
崎　
和
也

■	

東
京
都
市
町
村
議
会
議
員
公
務

　
災
害
補
償
等
組
合
議
会
議
員

　
富
永　
訓
正

■	

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
議
会
議
員

　
中
嶋　
勝

協
議
会
等

■�

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設

　
促
進
協
議
会
委
員

　
（
理
事
）　�

富
永　
訓
正

第
１
委
員
会（
上
水
道
）濱
中　
俊
男

第
２
委
員
会（
下
水
道
）金
子
ひ
と
み

第
３
委
員
会（
道　
路
）林
田　
敦
子

■	

三
鷹
・
立
川
間
立
体
化
複
々
線

　
促
進
協
議
会
委
員

　
富
永　
訓
正

　
山
崎　
陽
一

■	

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

　
委
員

　
富
永　
訓
正

広
報
委
員
会

委 

員 

長　
　
　
　
鈴
木　
拓
也

副
委
員
長　
　
　
　
山
崎　
陽
一

委　
　
員　
　
　
　
中
嶋　
勝

　
冨
松　
崇　
　
　
秋
山　
義
徳

　
菅　
　
勇
真　
　
金
子　
ひ
と
み

　
櫻
沢　
裕
人　
　
林
田　
敦
子

一
部
事
務
組
合
・
広
域
連
合
議
会

■
瑞
穂
斎
場
組
合
議
会
議
員

　
浜
中　
順

　
高
田　
和
登

　
林
田　
敦
子

■
西
多
摩
衛
生
組
合
議
会
議
員

　
濱
中　
俊
男

　
秋
山　
義
徳

　
菅　
　
勇
真

■	

青
梅
、
羽
村
地
区
工
業
用
水
道
企
業

団
議
会
議
員

　
石
居　
尚
郎

　
馳
平　
耕
三

　
山
崎　
陽
一

■	

羽
村
・
瑞
穂
地
区
学
校
給
食
組
合
議

会
議
員

　
金
子　
ひ
と
み

　
池
澤　
敦

　
櫻
沢　
裕
人

議
会
運
営
委
員
会

委 
員 
長　
　
　
　
中
嶋　
勝

副
委
員
長　
　
　
　
野
崎　
和
也

委　
　
員　
　
　
　
門
間　
淑
子

　
石
居　
尚
郎　
　
馳
平　
耕
三

　
山
崎　
陽
一　
　
浜
中　
順

　
秋
山　
義
徳　
　
池
澤　
敦

特
別
委
員
会

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
促
進

及
び
公
共
交
通
対
策
特
別
委
員
会

委 

員 

長　
　
　
　
菅　
　
勇
真

副
委
員
長　
　
　
　
林
田　
敦
子

委　
　
員　
　
　
　
濱
中　
俊
男

　
石
居　
尚
郎　
　
鈴
木　
拓
也

　
中
嶋　
勝　
　
　
冨
松　
崇

　
池
澤　
敦　
　
　
櫻
沢　
裕
人

基
地
対
策
特
別
委
員
会

委 

員 

長　
　
　
　
秋
山　
義
徳

副
委
員
長　
　
　
　
浜
中　
順

委　
　
員　
　
　
　
門
間　
淑
子

　
馳
平　
耕
三　
　
山
崎　
陽
一

　
富
永　
訓
正　
　
高
田　
和
登

　
金
子　
ひ
と
み　
野
崎　
和
也
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審議した主な議案

議
案	

審	

議

■ 

第
３
回
臨
時
会
（
５
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

補
正
予
算
案
１
件
、
専
決
処
分
の
報
告
３
件
、
そ
の
他
の
議
案

２
件
、
あ
わ
せ
て
６
件
を
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

 

委
員
会
提
出
議
案
は
、
条
例
改
正
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

第
２
回
定
例
会
（
６
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
に
関
す
る
議
案
５
件
、
補
正
予
算
案
４
件
、
そ
の
他
の
議

案
２
件
、
あ
わ
せ
て
11
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

 

審
査
し
た
陳
情
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
長
提
出
議
案

■	

水
道
基
本
料
金
等
無
償
化
に
要
す

る
経
費
等
を
計
上

令
和
７
年
度
羽
村
市
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
３
号)

【
主
な
内
容
】　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
４
９
７
５
万
７
０
０
０
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
予
算
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
６
３
億
５
４
３
８
万
８
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

●
歳
入

都
支
出
金 

水
道
料
金
に
係
る
基
本
料

金
無
償
臨
時
特
別
交
付
金

繰
入
金 

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

市
債 

中
央
館
屋
上
防
水
改
修
事
業
債

●
歳
出

総
務
費

 

　
熱
中
症
予
防
対
策
の
た
め
、
25
㎜
以

下
の
水
道
メ
ー
タ
ー
使
用
者
を
対
象
に
、

夏
場
４
か
月
間
の
水
道
基
本
料
金
等
を

無
償
化
す
る
た
め
の
経
費

　

雨
漏
り
が
発
生
し
た
中
央
館
の
工

事
・
修
繕
の
た
め
の
経
費

教
育
費

 　

　

天
井
材
の
破
片
が
落
下
し
た
事
象

を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
２

ホ
ー
ル
の
天
井
劣
化
調
査
を
行
う
た

め
の
経
費

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

Q 

中
央
館（
地
域
集
会
施
設
）の
屋
上

防
水
改
修
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A 

議
決
後
に
入
札
し
、
工
事
を
行
う
。

工
事
期
間
は
約
２
か
月
と
想
定
し
て

い
る
。

Q 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
２
ホ
ー
ル

の
工
事
の
調
査
は
、
い
つ
行
う
の
か
。

A 

７
月
中
に
調
査
に
入
る
予
定
。
分

析
等
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
調
査
期

間
を
約
２
か
月
見
込
ん
で
い
る
。

Q 

水
道
料
金
無
償
化
の
対
象
と
な
る

世
帯
の
比
率
は
。

A 

99
％
で
あ
る
。

Q 

水
道
料
金
無
償
化
の
間
は
請
求
が

な
い
の
か
。

A 

無
償
化
の
対
象
は
、
基
本
料
金
と

１
か
月
５
㎥
ま
で
の
従
量
料
金
で
あ
る
。

６
㎥
を
超
え
る
水
量
に
係
る
従
量
料
金

と
、
下
水
道
使
用
料
の
請
求
は
行
う
。

羽村の水道の
イメージキャラクター

「タンくん」
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■	
市
内
社
会
教
育
施
設
の
休
館
日
に

月
曜
祝
日
の
翌
平
日
を
追
加

羽
村
市
弓
道
場
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
運
営
経
費
の
抑
制
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
月
曜
祝
日
開
館

の
翌
平
日
を
振
替
休
館
日
と
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
改
正
す
る
条
例

羽
村
市
弓
道
場
条
例
、
羽
村
市
体
育
館

管
理
運
営
条
例
、
羽
村
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
管
理
運
営
条
例
、
羽

村
市
図
書
館
管
理
運
営
条
例

【
施
行
日
】　
令
和
８
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

Q 

改
正
理
由
に
運
営
経
費
の
抑
制
が

あ
る
が
、
効
果
額
は
。

A 

規
則
改
正
を
行
う
郷
土
博
物
館
を

含
め
、
令
和
８
年
度
で
は
約
１
８
９
万

円
と
想
定
し
て
い
る
。

Q 

施
設
の
利
用
者
に
対
し
、
ど
う
説

明
し
、
理
解
を
得
る
の
か
。

A 

利
用
者
に
対
し
て
は
、
個
別
に
説

明
し
て
い
く
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
や
市

公
式
サ
イ
ト
等
を
通
じ
、
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

■	

医
療
費
助
成
に
係
る
所
得
制
限
撤

廃
に
伴
い
条
例
を
改
正

羽
村
市
高
校
生
等
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
東
京
都
の
高
校
生
等
医

療
費
助
成
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
東
京
都
要
綱
に
基
づ
き
市

で
実
施
し
て
い
る
当
該
事
業
の
所
得
制

限
を
撤
廃
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
公
布
の
日
お
よ
び
令
和
７

年
10
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

Q 

新
た
に
助
成
対
象
と
な
る
人
数
は
。

A 

3
8
5
人
で
あ
る
。

Q 

改
正
に
よ
る
影
響
額
は
。

A 

年
間
で
９
７
１
万
９
８
４
６
円
で

あ
る
。
令
和
７
年
度
は
４
か
月
分
が
対

象
と
な
り
、
3
2
4
万
1
0
0
0
円
。

■	

学
習
活
動
充
実
の
た
め
、
市
内
公

立
学
校
の
端
末
を
買
入
れ

羽
村
市
立
小
中
学
校
に
お
け
る

「
学
習
用
端
末
」の
買
入
れ
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
第
２
期
の
実
現
に
向
け
、
現
在
使
用

し
て
い
る
端
末
が
耐
用
年
数
を
迎
え
、

入
替
え
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
議

会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
に
基

づ
き
、
買
入
れ
す
る
も
の
で
す
。

買
入
れ
の
目
的

 

羽
村
市
立
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
学

習
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め

数
量 

児
童
・
生
徒
用 

合
計
４
２
４

２
台

買
入
れ
金
額 

２
億
５
５
１
０
万
１
１

５
４
円

契
約
の
相
手
方 

富
士
電
機
Ｉ
Ｔ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

契
約
の
方
法 

随
意
契
約

契
約
の
期
間 

契
約
確
定
日
の
翌
日
か

ら
令
和
７
年
12
月
26
日
ま
で

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

Q 

東
京
都
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
推
進

協
議
会
の
共
同
調
達
に
よ
る
随
意
契
約

だ
が
、
共
同
調
達
す
る
自
治
体
数
は
。

A 

13
自
治
体
で
あ
る
。

Q 

端
末
活
用
に
伴
う
教
員
の
授
業
準

備
に
対
す
る
負
担
へ
の
考
え
は
。

A 

各
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置

し
て
い
る
。

Q 

買
入
れ
価
格
と
数
量
を
単
純
に
計

算
す
る
と
、
１
台
当
た
り
約
６
万
円
に

な
る
。
明
細
は
。

A 

本
体
及
び
タ
ッ
チ
ペ
ン
や
カ
バ
ー
、

フ
ィ
ル
ム
、
ソ
フ
ト
、
学
校
に
設
置
す

る
充
電
器
等
で
あ
る
。

Q 

入
替
え
前
の
端
末
と
の
大
き
さ
等

の
違
い
は
。

A 

重
量
、
サ
イ
ズ
共
に
入
替
え
前
の

も
の
と
同
規
模
で
あ
る
。

現在使用している学習用端末
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■各会派の賛否■ 　議案／ 〇…賛成　　×…反対
 　陳情／ 〇…採択　　×…不採択

■会 派 名■ 　新…新政会　公…公明党　令…令和かがやき　共…日本共産党　ネ…市民ネットワーク　
 　都…羽村市議会都民ファーストの会　　世…世論　　つ…つながる力　　双…双葉会　
 　※会派の人数には議長を含みます。

凡　
例

■
小
林
副
市
長
の
再
任
に
同
意

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】　
副
市
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
小
林
宏
子
氏
を
選
任
し
た
い
の

で
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

【
任
期
】　
令
和
７
年
８
月
１
日
か
ら
令

和
11
年
７
月
31
日
ま
で

【
議
決
結
果
】　
原
案
同
意

質
疑

Q 

市
長
は
副
市
長
の
役
割
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
選
任
し
て
い
る
の
か
。

A 

副
市
長
は
、
市
長
を
補
佐
し
、
市

長
の
命
を
受
け
、
政
策
企
画
を
司
る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ

の
４
年
間
、
市
長
と
し
て
約
束
し
た
、

財
政
の
健
全
化
等
の
行
政
運
営
に
対
す

る
考
え
を
、
小
林
副
市
長
は
理
解
し
、

最
大
限
努
力
し
て
く
れ
た
。
引
き
続
き
、

副
市
長
の
職
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継　
（
６
月
16
日
・

27
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■全会一致となった市長提出議案
件名・概要 議決結果

専決処分の承認を求めることについて〔羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条例・令和７年３月
31 日専決〕
→地方税法及び地方税法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正する必
要が生じ、専決処分したため、議会の承認を求める。

原案承認
専決処分の承認を求めることについて〔羽村市都市計画税条例の一部を改正する条例・令和７年３月
31 日専決〕
→地方税法及び地方税法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正する必
要が生じ、専決処分したため、議会の承認を求める。

専決処分の承認を求めることについて〔羽村市国民健康保険税条例の一部を改正する条例・令和７年３
月 31 日専決〕
→地方税法施行令及び国有資産等所在市町村交付金法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、条例の一部を
改正する必要が生じ、専決処分したため、議会の承認を求める。

令和７年度羽村市一般会計補正予算 ( 第 1 号 )
→歳入歳出それぞれ1億4,744万8千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ261億7,644万8千円と
する。

原案可決損害賠償額の決定について
→令和7年1月23日、火災により災害活動に従事していた羽村市消防団員が、火災現場にホースカーを移動させ
る際、道路上に停車していた東京消防庁福生消防署の消防車両に接触し破損させた事故に対する損害賠償額を決
定する。

監査委員の選任について
→監査委員の辞職に伴い、門間淑子氏を委員に選任したいので、議会の同意を求める。

【任期】令和７年５月16日〜令和９年４月30日
原案同意

■委員会提出議案
件名 提出した委員会 議決結果

羽村市議会委員会条例の一部を改正する条例
→議会運営委員会の委員の定数等を変更するため、条例の一部を改正する。 議会運営委員会 原案可決

第3回臨時会（5月）の議決結果
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■全会一致となった市長提出議案
件名・概要 議決結果

羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条例
→地方税法及び地方税法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正する。

原案可決

羽村市弓道場条例等の一部を改正する条例→ P5

羽村市乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
→東京都の乳幼児医療費助成事業実施要綱の一部が改正され、所得制限が撤廃されることに伴い、所得要件に係
る規定を削除するため、条例の一部を改正する。

羽村市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
→東京都の義務教育就学児医療費助成事業実施要綱の一部が改正され、所得制限が撤廃されることに伴い、所得
要件に係る規定を削除するため、条例の一部を改正する。

羽村市高校生等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例→ P5

令和 7 年度羽村市一般会計補正予算 ( 第 2 号 )
→歳入歳出それぞれ2,818万3千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ262億463万1千円とする。

令和 7 年度羽村市一般会計補正予算 ( 第 3 号 ) → P4

令和 7 年度羽村市後期高齢者医療会計補正予算 ( 第 1 号 )
→歳入歳出それぞれ208万8千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ16億5,218万8千円とする。

令和 7 年度羽村市水道事業会計補正予算 ( 第 1 号 )
→収益的収入及び支出をそれぞれ880万円増額し、補正後の収益的収入を11億5,971万7千円、支出を9億
3,436万1千円とする。

羽村市立小中学校における「学習用端末」の買入れについて→ P5

副市長の選任について→ P6 原案同意

■陳情

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果新 公 令 共 ネ 都 世 つ 双

(5) (4) (2) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

基本が無い職員の議会答弁に訂正を求
めるのが常道

環境
まちづくり

委員会
× × × × × × × × × 不採択

◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、
　議会活動を行う上での基礎となります。

新 政 会

櫻
さくら

沢
ざわ

　裕
ひろ

人
と

　　池
いけ

澤
ざわ

　　敦
あつし

野
の

崎
ざき

　和
かず

也
や

　　秋
あき

山
やま

　義
よし

徳
のり

冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

公 明 党

金
かね　こ

子ひとみ
中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お 日本共産党

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

　拓
たく

也
や

令和かがやき

林
はやし

田
だ

　敦
あつ

子
こ

馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

市民ネットワーク

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

羽村市議会都民
ファーストの会
濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

世　論

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

つながる力

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

双 葉 会

菅
かん

　　勇
ゆう

真
しん

第2回定例会（6月）の議決結果


